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【静岡県交通基盤部都市局地域交通課】 

◆◆◆バス車内での転倒事故が多発しています◆◆◆ 

皆さんの身近なバスは、通勤・通学や買い物・通院等に多く利用され、また環境に

もやさしい、住民の足として生活に欠かせない公共交通としての役割を担っています。 

しかしここ数年、バスに関連する重大な事故が多発しており、中でもバス車内で発

生する事故が多くを占めています。平成 25 年に東海 4 県（静岡県、愛知県、岐阜県、

三重県）で発生したバスにおける重大事故 88 件のうち、78.4％（69 件）が車内事

故です。とりわけ“バスが停留所に到着し、完全に停止する前に席を立ち、降車を開

始することによる事故”や“発車直後や走行中の席の移動等による事故”が多く、ま

た 65 歳以上の高齢女性が半数を占めています。 

 そこで、国土交通省静岡運輸支局と一般社団法人静岡県バス協会は、車内事故の抑

止を図るため、平成 26 年７月１日（火）～７月３１日（木）の間、「バス車内事故

防止キャンペーン」を実施します。以下の点に注意して、バスを安全にご利用下さい。 

 

 ■ 走行中に席を離れると、転倒など思わぬけがをする場合があります。お降りの

際は、バスが停留所に着いて完全に止まってから席をお立ち願います。 

 

 ■ バスは安全運転に徹しておりますが、やむを得ず急ブレーキをかける場合があ

ります。満席のため、お立ちになってご利用いただく場合には、つり革や握り

棒におつかまりください。 

 

  バスの車内事故防止に、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

「バス車内事故防止キャンペーン」に関する問合せ先 

一般社団法人静岡県バス協会  TEL０５４－２５５－９２８１  

  

           

バス重大事故では車内事故が多くを占める 満車の際はつり革や握り棒におつかまりください 

 

静岡県交通基盤部都市局地域交通課 

平成 25年に東海４県で発生したバスが関係する重大事故

 ℡（054-221-3194）ﾌｧｯｸｽ（054-221-2673）ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ（koutu@pref.shizuoka.lg.jp） 

～ ご意見・ご要望（地域の交通ニュースも大歓迎）をメールでお寄せください ～ 



 

          

 

           2014 年３月 18 日中部運輸局「自動車事故防止セミナー2013」説明資料より 

ハイ・タク、トラックに比べ、バスでは車内事故に占める割合が大きく

 

 

 

※平成 25 年の事故件数 70 件の業態別内訳は、バス 69 件、ハイ・タク１件 

2014 年３月 18 日中部運輸局「自動車事故防止セミナー2013」説明資料より 
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78.4％を占める。 
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